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ダム費 － 転流工
ダム本体の工事を河川の水がない乾いた状態で行えるように、河川の流れを切り替える工事

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に伴
う仮排水トンネルの延長減少等により0.7億円の減少。
・物価変動による0.6億円の増加及び消費税率改定による0.2
億円の増加。
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質
と異なった場合、数量や施工内容が変動する可能性がある。

事業費の点検①

仮排水路トンネル（他ダム事例）

現計画 最新の状況

施工内容 転流工､仮締切 転流工､仮締切

数量 L=480m､V=3,800m3 L=390m､V=10,300m3

単価 H13単価 H26単価

金額※) 8.2億円
8.3億円

（+0.1億円）

【現計画】 【最新の状況】

(L＝390m)(L＝480m)
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※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費



ダム費－基礎掘削工
表層の風化部を取り除き、十分な強度を有する良好な岩盤が得られるまで掘削する工事

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更
に伴う基礎掘削数量減少等により26.5億円の減少。
・物価変動による0.5億円の増加及び消費税率改定に
よる0.3億円の増加。
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なっ
た場合、数量や施工内容が変動する可能性がある。

基礎掘削状況（他ダム事例）

事業費の点検②

現計画 最新の状況

施工内容 オープン掘削 オープン掘削

数量 約1,178,100m3 約263,800m3

単価 H13単価 H26単価

金額※) 34.6億円
8.9億円

（-25.7億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

【現計画】

【最新の状況】

【現計画】

【最新の状況】

(上流面図)

(上流面図)

(EL100mスライス断面図)

(EL100mスライス断面図)

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム費 －基礎処理工

基礎地盤の割れ目からの漏水を防ぐための止水処理。

事業費の点検③

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に伴うグ
ラウチング数量の減や近年他ダムの施工事例による精査に伴う
特殊基礎処理計画の変更等により7.8億円の減少。

・物価変動による0.8億円の増加及び消費税率改定による0.2億円
の増加。

・今後の詳細設計等や施工の際に想定している地質と異なった場
合、数量や施工内容が変動する可能性がある。

ボ―リング状況（他ダム事例）

現計画 最新の状況

施工内容
ｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ、特殊基礎
処理

ｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ、特殊基礎
処理

数量 約9,500m，1式 約7,900m，1式

単価 H13単価 H26単価

金額※) 13.6億円
6.8億円

（-6.8億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

【現計画】 【最新の状況】

(カーテングラウチング計画図) (カーテングラウチング計画図)

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム本体のコンクリートを打設する工事

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

事業費の点検④

ダム費－堤体工

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に伴う堤体コンクリート数量減少等に
により109.7億円の減少。
・物価変動による2.4億円の増加及び消費税率改定による1.1億円の増加。
・今後の詳細設計等や施工の際に想定している地質と異なった場合、数量や施工内容が変動す
る可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容
RCD工法、ELCM

ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝ打設

ELCM

ｹｰﾌﾞﾙｸﾚｰﾝ打設

数量 約864,000m3 約210,400m3

単価 H13単価 H26単価

金額※) 143.3億円
37.1億円

（-106.2億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

打設状況（他ダム事例）

【現計画】

(上流面図)

【最新の状況】

(上流面図)

【現計画】

(標準断面図)

【最新の状況】

(標準断面図)

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム費－閉塞工

試験湛水前に、仮排水路トンネルを閉塞する工事。

事業費の点検⑤

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に伴う仮排水トンネル閉塞延長
減少等により1.5億円の減少。

・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、数量や施工内
容が変動する可能性がある。

転流工閉塞状況（他ダム事例） 転流工閉塞状況（他ダム事例）

現計画 最新の状況

施工内容 コンクリート閉塞 コンクリート閉塞

数量 約1,200m3 約300m3

単価 H13単価 H26単価

金額※) 2.0億円
0.5億円

（-1.5億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム費－放流設備
ダムの試験湛水（ダムとしての安全性を確認するために水を試験的に貯めること）を行うためのゲートを

製作据付する工事

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

事業費の点検⑥

試験湛水ゲート設置状況（他ダム事例） 試験湛水ゲート設置状況（他ダム事例）

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更
に伴い選択取水設備や利水放流設備が不要となる等、
施設計画の変更による4.8億円の減少。

・物価変動による0.3億円の増加及び消費税率改定による0.1億円の増加。
・今後の詳細設計等により、設備の構造や規模に変更があった場合は変
動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

選択取水設備

利水放流管

利水放流設備

試験湛水ゲート

試験湛水ゲート

放流管

単価 H13単価 H26単価

金額※) 8.6億円
4.2億円

（-4.4億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム費－付属装置

昇降装置写真（他ダム事例） 照明装置写真（他ダム事例）

ダムの管理上必要となる昇降設備や照明設備を設置する工事

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

事業費の点検⑦

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変
更に伴う堤頂長減少による照明装置の減等により0.4億
円の減少。

・物価変動による0.3億円の増加及び消費税率改定による0.2億円の増加。
・今後の詳細設計等により、設備の構造や規模に変更があった場合は変
動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

昇降装置

照明装置

観測装置

天端橋梁

昇降装置

照明装置

観測装置

天端橋梁

単価 H13単価 H26単価

金額※) 6.3億円
6.4億円

（+0.1億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

事業費の点検⑦

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム費－雑工事

事業費の点検⑧

コンクリート骨材として使用するための原石を採取する工事。

原石山掘削（他ダム事例） 周辺整備工（他ダム事例）

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により
金額を算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画
変更に伴う原石山掘削数量減少等により18.9億円の減少。

・物価変動による1.0億円の増加及び消費税率改定による0.7億円の増加。
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質と異なった場合、
数量や施工内容が変動する可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

原石山掘削

表土掘削 約325,600m3

廃棄岩処理約698,100m3

周辺整備工

原石山掘削

表土掘削 約135,500m3

廃棄岩処理約134,500m3

周辺整備工

単価 H13単価 H26単価

金額※) 40.0億円
22.8億円

（-17.2億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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ダム費－雑工事

鋼製スクリーン（他ダム事例）堤体摩耗対策（他ダム事例）

洪水調節専用の流水型ダムとしたため、常用洪水吐きから土砂が水と一緒に流れることから、土砂によ
る摩耗や流木に対する対策工を施工する工事

＜現計画＞
・貯留型ダムのため計上していない。

事業費の点検⑨

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変
更に伴う鋼製スクリーン、堤体摩耗対策、流木対策
の新規計上による12.1億円の増加。

・今後の詳細設計により、施設の構造や規模に変更が
あった場合は変動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

－ 鋼製スクリーン(流木処理)

堤体摩耗対策

(鋼製､高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ等)

流木対策

単価 － H26単価

金額※)
－ 12.1億円

（+12.1億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

ステンレス鋼ライニング

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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管理設備費－観測設備、警報設備、電気設備、流木止施設、係船設備、管理用建物
ダム管理上必要な雨量計やダム放流による警報設備を設置する工事

警報設備（他ダム事例）観測設備（他ダム事例） 電気設備（他ダム事例）

事業費の点検⑩

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変
更に伴う網場や係船設備の減や近年他ダムの施工事
例による精査の結果、27.2億円の減少。

・物価変動による2.2億円の増加及び消費税率改定に
よる0.5億円の増加。

・今後の詳細設計等により、設備の構造や規模に変更があった場合は変動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

観測設備

(雨量、水位、水質)

警報設備

電気設備

網場

係船設備

管理用建物

観測設備

(雨量、水位、水質)

警報設備

電気設備

管理用建物

単価 H13単価 H26単価

金額※) 41.8億円
17.3億円

（-24.5億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

管理用建物（他ダム事例）

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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仮設備費－骨材設備・コンクリート設備、濁水処理設備、工事用道路

骨材設備及びコンクリート設備は、ダムのコンクリートを製造する設備。また、濁水処理設備は、工事に
よる濁水を浄化処理する設備。

ｺﾝｸﾘｰﾄ設備全体写真（他ダム事例）

バッチャープラント

骨材貯蔵ビン

セメントサイロ

骨材設備写真（他ダム事例） 濁水処理施設（他ダム事例）

事業費の点検⑪

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更
に伴いダム用仮設備が規模縮小となる等、仮設備計画
変更による122.6億円の減少。
・物価変動による4.2億円の増加及び消費税率改定によ
る2.0億円の増加。
・今後の詳細設計等により、設備の内容や規模に変更が
あった場合は変動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

現地調達方式 現地調達方式

骨材設備

ｺﾝｸﾘｰﾄ設備

諸設備

(濁水処理設備等)

工事用道路

骨材設備

ｺﾝｸﾘｰﾄ設備

諸設備

(濁水処理設備等)

工事用道路

単価 H13単価 H26単価

金額※) 184.6億円
68.2億円

（-116.4億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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工事用動力費－電力料、維持費

骨材貯蔵・コンクリート製造設備等の仮設備を稼働させるための動力。

電力設備（他ダム事例）

事業費の点検⑫

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に伴いダム用仮設備が規模縮小となる等、
仮設備計画の変更による2.7億円の減少。

・物価変動による0.1億円の増加及び消費税率改定による0.1億円の増加。
・今後の詳細設計等により、仮設備の内容や規模に変更があった場合は変動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容 電力料 電力料

単価 H13単価 H26単価

金額※) 6.8億円
4.3億円

（-2.5億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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測量設計費－測量、地質調査、水理調査、補償調査、開発関連調査、設計委託、環境調査等

ダムの設計及びそのために必要な測量、地質調査、
環境調査

事業費の点検⑬

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更
に伴う調査範囲縮小等、調査計画変更による84.7億円
の減少。
・点検の結果、物価変動による5.3億円の増加及び消費税
率改定による1.9億円の増加。

・施工段階での地質状況の変化に基づく、追加調査や再検
討が必要となった場合などには変動する可能性がある。

流量観測状況写真 環境調査状況写真地質調査状況写真

現計画 最新の状況

実施内容

測量

地質調査

水理調査

補償調査

設計委託

環境調査

開発関連調査

(埋蔵文化財調査)

測量

地質調査

水理調査

補償調査

設計委託

環境調査

開発関連調査

(埋蔵文化財調査)

単価 H13単価 H26単価

金額※) 139.7億円
62.2億円

(-77.5億円)

＜点検の考え方＞
・これまでの実績を基に今後の工期を考慮し、今後に必
要な調査・設計等の内容及び数量を精査し、平成26年
度の最新単価により金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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用地及び補償費－一般補償、公共補償、特殊補償

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を算定。

ダム建設に必要な土地、立木、建物等の補償、ダム建設によって影響のある施設に対する補償

事業費の点検⑭

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に
伴う補償対象範囲の縮小等による70.3億円の減少。
・今後実施する補償調査の結果や設計の進捗により、補償
対象、補償内容に変更があった場合は変動の可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

一般補償

公共補償

特殊補償

一般補償

公共補償

特殊補償

単価 H13単価 H26単価

金額※) 139.6億円
69.3億円

(-70.3億円)

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費

貯留型ダム
ダム高約100m

流水型ダム
ダム高約60m

貯留型ダム
補償対象範囲

流水型ダム
補償対象範囲
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事業費の点検⑮

補償工事費－付替道路

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を算定。

ダムの工事によって影響のある現道の補償（付替）を行う工事

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更に
伴い61.6億円の減少。
・物価変動による2.7億円の増加及び消費税率改定による
1.9億円の増加。
・今後の詳細設計等や施工の際に設計で想定している地質
と異なった場合、数量や施工内容が変動する可能性がある。

現計画 最新の状況

施工内容

県道付替

約3.1㎞

市道付替

約10.6km

林道付替

約2.6km

県道付替

約2.6㎞

市道付替

約0.3km

単価 H13単価 H26単価

金額※) 119.6億円
62.6億円

(-57.0億円)

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略設計成果に平成26年度の最新単価により
金額を算定。

付替道路整備状況(他ダム事例) 付替道路整備状況(他ダム事例)

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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事業費の点検⑯

生活再建対策費－生活再建調査

ダム事業による水没関係者の生活再建のために必要な経費

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、今までの実績及び予定している工程より
点検した結果による0.9億円の増加。
・物価変動による0.1億円の増加。
・水没関係者との協議の結果により、対策内容に変更や
回数に変更があったときには変動の可能性がある。

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

現計画 最新の状況

実施内容

生活再建調査

生活再建意向調査

生活再建計画調査

代替地計画調査

先例地生活再建実
態調査

説明会経費

生活再建相談

職業転換対策

代替地斡旋

生活再建調査

生活再建意向調査

生活再建計画調査

代替地計画調査

先例地生活再建実
態調査

説明会経費

生活再建相談

職業転換対策

代替地斡旋

単価 H13単価 H26単価

金額※) 0.1億円
1.1億円

(+1.0億円)

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略工程により、平成26年度の最新単価に
て金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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船舶及び機械器具費－通信機器等整備、修繕

通信機器等の点検や修繕に要する費用

営繕費－建物借上、修繕

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、貯留型ダムから流水型ダムへの計画変更、近年他ダムの
施工事例による精査の結果、通信機器等整備の9.7億円の減少。
・物価変動による0.7億円の増加及び消費税率改定による0.1億円の増加。
・緊急的に設備の修繕が必要となった場合は変動の可能性がある。

工事事務所の土地・建物借上、修繕等に要する費用

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略工程より、平成26年度の最新単価によ
り金額を算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、最近の他ダムの事例から建物借上に変更した事による4.7億円の減少。
・物価変動による0.5億円の増加。
・緊急的に庁舎の修繕が必要となった場合は変動の可能性がある。

事業費の点検⑰

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考に平成13年度の単価により金額を
算定。

現計画 最新の状況

実施内容
通信機器等設備

諸機械

通信機器等整備

諸機械

単価 H13単価 H26単価

金額※) 10.8億円
1.9億円

（-8.9億円）

現計画 最新の状況

実施内容
建物新築

修繕

土地借上料

建物借上料

修繕

単価 H13単価 H26単価

金額※) 7.4億円
3.2億円

（-4.2億円）

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略工程により、平成26年度の最新単価に
より金額を算定。

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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宿舎費－宿舎整備、修繕

工事諸費

工事事務所職員の宿舎の借上げや修繕等に要する費用

職員の人件費や消耗品等に要する費用

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考にして、平成13年度の単価に
より金額を算定。

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略工程により、平成26年度の最新単価
により金額を算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、最近の他ダムの事例より、宿舎借上に
変更したことによる3.1億円の減少。
・物価変動による0.3億円の増加及び消費税率改定による0.1億円の増加。
・緊急的に宿舎の修繕が必要となった場合は変動の可能性がある。

＜現計画＞
・他ダムの事例を参考にして、平成13年度の単価に
より金額を算定。

＜点検の考え方＞
・今回計画の概略工程により、平成26年度の最新単価
により金額を算定。

＜点検結果及び今後の変動要因の分析評価＞
・点検の結果、他ダムを参考に予定人員数を変更した事による23.0億円の減少。
・予定人員の変更等により変動の可能性がある。

事業費の点検⑱

現計画 最新の状況

実施内容

新築

建物借上料

土地借上料

修繕

建物借上料

土地借上料

修繕

単価 H13単価 H26単価

金額※) 4.7億円
2.0億円

（-2.7億円）

現計画 最新の状況

実施内容 人件費、損耗品等 人件費、損耗品等

単価 H13単価 H26単価

金額※) 62.9億円
39.9億円

（-23.0億円）

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費

※) 本表に示す金額は点検対象の残事業費と点検結果の残事業費
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【城原川ダム（流水型ダム）における土砂の動きについて】

【計画堆砂量の算定について】

①計画比流入土砂量の設定

・城原川ダム近傍の地質等の類似するダムを抽出
・近傍類似ダムの実績堆砂量から城原川ダムへ流入し
てくる計画比流入土砂量を算定

②計画堆砂量の算定

・100年間の予測計算（一次元河床変動計算）を行った
後、基本高水流量の洪水が発生した際の最大貯水位時
の堆砂形状を予測

図－２ 計画堆砂量の主な算定フロー図－１ 流水型ダムで生じる堆砂イメージ

①城原川ダムは洪水吐きを河床付近に設置した洪水調節専用の流水型ダムであり、平常時は河川の形態で土砂は流下する。
②洪水時に流水とともにダム上流から流入した土砂は、貯水位の上昇とともに一時的にダム湖内に堆積する。
③ダム湖内に一時的に堆積した土砂は貯水位の低下とともにダム下流へ流下し、①の状態に戻る。
この現象について、100年後のダム湖内の河床に基本高水流量の洪水が発生したと想定し、貯水位が最大となった時の一時的
な土砂堆積量を求め、流水型ダムの計画堆砂量として設定する。

今回点検においては現計画の貯留型ダムから洪水調節のみを目的とした流水型ダムに見直したことから、最新の実績データを
用いて計画堆砂量について確認する。

【堆砂計画の点検方法について】

堆砂計画の点検①

流水型ダムの計画堆砂量は、土砂の流入、堆積、流出などの現象を再現するため、図－２に示すフローのとおり、近傍類似ダ
ムの実績堆砂量等から計画比流入土砂量を設定し、実績流量データを用いて土砂の堆積や流出等を再現する一次元河床変動計
算により100年後の河床を計算したうえで、基本高水流量の洪水が発生した時に貯水位が最大となった時の一時的な土砂の堆積
量を求め計画堆砂量として設定する。
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100年後の堆砂形状

最大貯水位時の堆砂形状※

計画堆砂量

100年後に基本高水洪水波形
が流入することを想定

※ ダム洪水調節地内の河道にて一次元河床変動計算による100年間の堆砂シミュレーションを行い、基本高水流量の洪水が発生した最大貯水位時に一時的に堆砂す
ると推定した堆砂形状。



近年では平成23年度に嘉瀬川ダムが完成しているが、完成して
間もなく、堆砂量を把握するデータが少ないため、新たな完成
ダムの追加は必要なく近傍類似６ダムにおいて確認した。
※近傍類似ダムは、近傍ダムのうち表層地質構造（花崗岩主
体）が類似する北山ダム、南畑ダム、脊振ダム、山神ダム、河
内ダム、伊岐佐ダム
※ただし、確率比流入土砂量の算出にあたっては、欠測等によ
り統計処理が困難な伊岐佐ダム、河内ダムは対象外

※嘉瀬川ダムはH23年度完成．

(1)近傍類似ダムの追加有無確認

計画比流入土砂量の設定にあたっては、平成26年までの近傍類似６ダムの実績堆砂量、水文特性（年間降雨量、最大日雨量、
年間総雨量等）より算出した比堆砂量に対し、この比堆砂量には含まれない浮遊砂成分について貯水池の回転率から求めた捕
捉率で補正する。これらを水文特性や流域特性（傾斜度、崩壊地比率等）の回帰分析から最も相関の高い起伏度・平均傾斜度
において計画比流入土砂量を求めた。この結果、計画比流入土砂量は約400m3/km2/年となる。
■実績値からの比流入土砂量:370m3/km2/年 ■期待値からの比流入土砂量:331m3/km2/年

(2)計画比流入土砂量の設定

表－１ 近傍類似ダムの比流入土砂量（実績値及び期待値）

堆砂計画の点検②
早良・佐賀花崗岩
Sawara and Saga granite

平尾・朝倉・鞍手花崗閃緑岩
Hirao,Asakura and Kurate granodiorite

糸島花崗閃緑岩
Itoshima Kurate granodiorite

grs

grs

grs

アダメロ岩・花崗岩
Adamellite and granite

花崗閃緑岩・アダメロ岩
Granodiorite and Adamellite

石英閃緑岩・花崗閃緑岩
Quartz diorite and Granodiorite

図－３ 近傍類似ダムの点検結果
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計画堆砂量の算定にあたっては、計画比流入土砂量を踏まえて、100年間の流量時系列による堆砂シミュレーションを行い河
床が安定した後、計画高水を流入させた場合の堆砂シミュレーションにより、貯水位が最大となった時点の堆砂形状を計画堆
砂形状とし、その容量である土砂量（約5万m3）を計画堆砂容量と設定する。

堆砂量（最大貯水位時）

≒50,000m3

堆砂量（100年堆砂時）

≒10,000m3

図－５ 城原川ダム堆砂形状（流水型ダム）図－４ 城原川ダム時系列堆砂量（流水型ダム）

堆砂計画の点検③

（100年経過後）

（基本高水洪水発生時の最大貯水位時）

21※ ダム洪水調節地内の河道にて一次元河床変動計算による100年間の堆砂シミュレーションを行い、基本高水流量の洪水が発生した最大貯水位時に一時的に堆砂す
ると推定した堆砂形状。
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